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スポーツを通じて「人」を育てその魅力を伝えるため
津和野高校グラウンドで 12月７日に開催されたスポッ
ツプロジェクト野球教室。ゲストの黒木知宏さん（日
本ハムファイターズ一軍投手コーチ・）は、「続ければ
チャンスはやってくる、あきらめず野球を続けて欲し
い」と子どもたちへメッセージを送りました。
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女学校の生徒。高等女学校は県下４
校のみでいかに教育に目を向けてい
たかがわかる。（津和野高校HPより）

今年11回目を迎えた『ＪＡＭ』。
毎年多くの方の参加もあり、町
の定番となったイベント。

夏祭りでは、ステージイベント
に出演。地域イベントの盛り上
げに高校も貢献しています。

今年町を襲った災害の際には、
率先してガレキの撤去をお手伝
い。「自分の町を守るために何
ができるか」という思いは町の
将来にとって大きな財産です。

例
え
ば
、
益
田
市
内
の
高
校

に
進
学
す
る
と
、
JR
津
和
野

駅
か
ら
益
田
駅
ま
で
交
通
費

4
万
2
千
6
百
円（
６
カ
月
定
期
、

通
学
用
）
が
必
要
と
な
り
、
３
年

間
で
お
よ
そ
26
万
円
の
支
出
増
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
寮
で
の
生
活

を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
毎
月
の

寮
費
3
万
9
千
円
、
３
年
間
で

１
４
０
万
４
千
円
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
毎
月
の
仕
送
り
も

月
１
万
円
程
度
、
私
立
学
校
に
進

学
し
た
場
合
に
は
、
学
費
が
公
立

学
校
よ
り
高
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
や
保
護
者
は
よ
り

早
起
き
が
必
要
に
な
り
、
通
学
時

間
が
長
く
な
る
こ
と
で
家
族
で
過

ご
す
時
間
な
ど
、
お
金
に
換
算
で

き
な
い
部
分
で
の
負
担
も
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

数
の
減
少
に
よ
り
現
在
10
あ
る
部

活
動
も
減
少
す
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

生
徒
数
が
減
少
す
る
と
そ
こ
に

通
い
、
学
ぶ
生
徒
に
と
っ
て
は
歓

迎
で
き
な
い
状
況
に
な
る
可
能
性

が
発
生
し
ま
す
。

②
家
計
に
も
大
き
な
負
担
が

高
校
が
廃
校
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
町
外
の
高
校
に
通
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
通
学
の
た
め
に
必

要
な
交
通
費
や
寮
で
の
生
活
を
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
寮
費
な
ど
、
地

元
の
高
校
に
進
学
す
る
際
に
は
発

生
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
新

た
な
金
銭
的
負
担
が
家
計
に
の
し

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
10
回
以
上

開
催
さ
れ
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
根
付
い
て
い
る
文
化
部
合
同
公

演
『
Ｊジ

ャ

ム

Ａ
Ｍ
』
や
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
率
先
し
て
行
動

し
て
く
れ
る
活
力
、
さ
ら
に
は
津

和
野
の
歴
史
を
学
び
、
ふ
る
さ
と

へ
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
を

も
無
く
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

養
老
館
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

現
在
の
津
和
野
高
校
の
ル
ー

ツ
を
ひ
も
解
く
と
、
明
治
41
年

（1908

）
に
、
か
つ
て
森
鷗
外

も
勉
学
に
励
ん
だ
藩
校
・
養
老
館

の
跡
地
に
当
時
の
島
根
県
内
で
４

つ
し
か
な
い
高
等
女
学
校
・
鹿
足

郡
立
高
等
女
学
校
の
設
立
ま
で
そ

の
歴
史
は
１
０
０
年
以
上
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
や
学
校
の
統
合
な
ど
を

経
て
、
昭
和
24
年
（1949

）
に

現
在
の
県
立
高
校
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
63
年
が
経
過
し
た
今
日
ま

で
に
大
学
へ
の
高
い
進
学
率
や
平

成
２
年
の
野
球
部
の
甲
子
園
出
場

な
ど
、
文
字
通
り
文
武
両
道
の
教

育
が
実
践
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

町内にある唯一の高校として、また女学校時代から１００年を超
える歴史を持つ島根県立津和野高等学校。そんな津和野高校は、
ここ 10年で全校生徒数が半分以下に減り、県が示す高等学校の統
廃合基準に迫るなど、その存続が危ぶまれています。

高
校
存
続
の
危
機

歴
史
と
伝
統
あ
る
津
和
野
高
校

で
す
が
、
現
在
は
そ
の
存
続
を
危

惧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

島
根
県
の
県
立
高
校
の
統
廃
合

を
示
す
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
「（
津
和
野
高
校
で
は
）
入
学

者
数
が
２
年
連
続
で
42
名
を
下
回

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に

は
、
引
き
続
き
存
続
さ
せ
る
か
、

近
隣
の
高
校
と
統
合
す
る
か
を
適

当
な
時
期
に
検
討
す
る
。」
と
い

う
事
態
が
目
の
前
に
迫
っ
て
来
て

い
ま
す
。

以
前
と
比
べ
る
と
生
徒
数
は
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
平
成
14
年

に
は
４
７
３
名
だ
っ
た
生
徒
数
は

平
成
25
年
に
は
１
５
５
名
と
約
３

分
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
生

徒
の
約
半
数
が
津
和
野
高
校
に
進

学
し
て
い
ま
す
が
、
下
の
グ
ラ
フ

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
町
内
の

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
見
込
ま
れ

る
生
徒
の
数
を
示
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
内
、
青
色
の
エ
リ
ア
が

町
内
の
中
学
校
か
ら
津
和
野
高
校

へ
の
進
学
が
見
込
ま
れ
る
生
徒
数

と
な
り
ま
す
。

そ
の
予
測
を
基
に
、
島
根
県
が

示
す
津
和
野
高
校
の
統
廃
合
基
準

ラ
イ
ン
で
あ
る
入
学
者
数
42
名
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
黄
色

エ
リ
ア
で
示
し
た
数
だ
け
町
外
か

ら
の
入
学
者
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
平
成
27
年
度
に

は
町
内
か
ら
23
名
の
生
徒
が
津
和

野
高
校
へ
進
学
す
る
と
予
測
す
る

と
、
入
学
者
数
42
名
を
確
保
す
る

例えば、JRで通学すると…

例えば、寮から高校に通うと…

に
は
、
町
外
か
ら
19
名
の
生
徒
の

入
学
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
全
国
的

に
も
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い

く
社
会
情
勢
を
考
慮
す
る
と
、
平

成
31
年
以
降
は
さ
ら
に
状
況
が
深

刻
化
す
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で

き
ま
す
。

高
校
で
は
、
早
く
か
ら
そ
う
し

た
予
測
を
受
け
、
生
徒
の
全
国
募

集
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
関

西
や
九
州
な
ど
広
く
全
国
か
ら
生

徒
が
入
学
し
て
い
ま
す
。

高
校
が
無
く
な
る
と
…

そ
れ
で
は
、
仮
に
高
校
が
無
く

な
る
と
私
た
ち
に
ど
う
い
っ
た
影

響
が
発
生
す
る
か
簡
単
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
充
実
し
た
指
導
が
困
難
に

現
在
、
１
学
年
２
学
級
の
津
和

野
高
校
で
は
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
小
人
数
指
導
や
習

熟
度
別
授
業
な
ど
き
め
細
か
い
指

導
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
１
学
級
に
な
る
と
教
員
数
が

減
少
し
、
こ
う
し
た
体
制
の
維
持

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
教
員

③
町
か
ら
活
気
が
消

え
る先

述
し
た
指
導
体
制

や
、
家
計
へ
の
負
担
な
ど

の
子
育
て
世
代
へ
影
響
す

る
も
の
の
他
に
こ
れ
ま
で

高
校
が
学
校
を
飛
び
出

て
、
地
域
で
活
動
し
て
き

た
姿
も
無
く
な
る
事
に
な

り
ま
す
。
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魅力化コーディネーターとして活動
する中村純二さん。教員経験もあり、
青年海外協力隊の隊員として外国の
教員育成に取り組んだ経験を持つ。

生徒たち自身が企画した駅のステージ。一つの事を成
し遂げた経験は大きな成長のキッカケにもなります。 普段接する機会の少ない先生以外の大人

と交流できる「まちが語る」は生徒にと
っても刺激のある場となっています。

グランゼ生を英語を使ってガイドした今年の夏。
生徒からは「（英語の授業より）難しかったけど、
一生懸命話した言葉が伝わると嬉しい」と良い刺
激になったようです。

夢恋プロジェクトと題し、様々
な取り組み始めています。

し
ま
す
。

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
に
あ
る

島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
は
、
離

島
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
そ
れ
と
し

て
捉
え
ず
、
離
島
な
ら
で
は
の
特

色
を
強
み
と
し
て
活
か
し
、
高
校

存
続
へ
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み

の
結
果
、
離
島
の
高
校
と
し
て
は

異
例
の
学
級
増
を
果
た
し
、
今
で

は
毎
年
多
く
の
生
徒
が
進
学
を
希

望
す
る
高
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
や
は
り
地
域
の
伝

統
や
特
色
、
又
は
地
域
で
生
活
す

る
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
地
域

全
体
で
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材

を
育
て
る
」
こ
と
を
意
識
し
た
教

育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
参
考
と
す

べ
き
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
離
島

と
、
い
わ
ゆ
る
中
山
間
に
位
置
す

る
津
和
野
で
は
地
理
的
な
条
件
な

ど
異
な
る
点
は
あ
り
ま
す
が
、「
高

校
が
地
域
か
ら
無
く
な
る
と
町
全

体
に
と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
」
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

伝
統
と
歴
史
あ
る
高
校
を
存
続

さ
せ
る
た
め
、「
津
和
野
で
し
か

で
き
な
い
教
育
、（
津
和
野
と
い

う
）
地
域
に
あ
る
学
校
」
と
し
て

地
域
と
密
接
に
関
わ
り
始
め
た
津

和
野
高
校
。
こ
れ
ま
で
の
「
あ
る

こ
と
が
日
常
」
で
あ
っ
た
状
況
は

変
わ
り
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
無
く

な
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
い
う
局

面
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

『
町
に
高
校
を
残
す
た
め
、
ひ

い
て
は
町
の
将
来
を
担
う
人
を
地

域
全
体
で
育
て
る
た
め
』、
こ
の

町
で
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
高
校
と
地
域
と
が
手
を
取
り

合
い
、
中
山
間
地
域
で
あ
る
津
和

野
で
し
か
で
き
な
い
取
り
組
み
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
高
校
存

続
、
将
来
的
に
は
地
域
の
存
続
に

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将

来
の
進
路
や
生
き
方
に
影
響
を
与

え
る
多
感
な
高
校
生
と
い
う
年
代

に
お
い
て
、
友
達
と
一
緒
に
部
活

を
頑
張
っ
た
思
い
出
や
ふ
る
さ
と

の
へ
の
愛
着
を
育
て
る
こ
と
が
難

し
け
れ
ば
、
将
来
町
へ
戻
っ
て
く

る
こ
と
も
な
く
な
り
、
地
域
ひ
い

て
は
町
の
将
来
を
担
う
人
の
減
少

に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

高
校
は
町
の
未
来

現
在
、
高
校
で
は
間
近
に
迫
っ

た
統
廃
合
の
危
機
を
乗
り
越
え
、

町
の
将
来
を
考
え
、
担
う
意
識
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
役
場
や
関
係

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
様
々

な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
に
触
れ
心
身
の
鍛

練
と
体
力
増
進
を
目
的
に
萩
・
津

和
野
間
を
歩
く
鍛
錬
行
事
や
、
森

鷗
外
の
墓
所
で
あ
る
永
明
寺
で
の

座
禅
や
鷗
外
に
関
す
る
ふ
る
さ
と

教
育
な
ど
、「
地
域
の
資
源
を
生

か
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
通
じ

て
郷
土
を
知
り
、
ひ
い
て
は
そ
の

将
来
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
高
校
に

元
々
あ
る
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
れ
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

新
し
い
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
を
行
う
な
ど
こ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た
取
り
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
。

地
域
の
大
人
を
先
生
に

『
ま
ち
全
体
が
学
校
』
と
い
う

考
え
を
基
に
、
町
に
い
る
地
域
の

大
人
が
高
校
時
代
の
話
や
こ
れ
ま

で
の
経
験
な
ど
を
話
し
な
が
ら
生

徒
と
交
流
を
深
め
る
「
ま
ち
が
語

る
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
普
段
の

学
校
生
活
の
中
で
は
触
れ
合
う
こ

と
が
無
い
刺
激
的
な
場
と
し
て
生

徒
自
身
に
進
路
選
択
、
将
来
を
想

像
す
る
キ
ッ
カ
ケ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
国
際

的
な
視
点
を

ま
た
生
徒
に
地
域
を
学
び
、
国

際
的
な
感
覚
と
視
点
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
、
新
た
に
「
Ｔテ

ィ
ッ
ク

Ｉ
Ｃ

（
ＴトＯ
Ｅフ

ル
Ｆ
Ｌ
国
際
地
域
交
流
ク

ラ
ブ
）」
が
設
立
さ
れ
、
週
２
回

（
月
・
木
）
に
地
域
の
文
化
や
活

動
を
学
び
な
が
ら
、
英
語
の
学
習

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
夏
に
は
プ
レ
学
習
と
し

て
町
を
訪
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の

高
等
教
育
機
関
・
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー

ル
生
２
名
を
、
高
校
の
生
徒
が
英

語
を
使
っ
て
ガ
イ
ド
す
る
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
校
が
町
に
で
き
る
こ
と

そ
う
し
た
地
域
か
ら
の
協
力
が

地域から学び、地域に貢献する
町と深く結びついた学校へ

大島宏美
津和野高等学校校長

津和野高校には、学校経営ビジョンの柱が二つあります。一つは、小規模
校のメリットを最大限に生かしたきめ細かな指導、もうひとつが、キャリア
教育・ふるさと教育、生徒による魅力化・活性化の取り組み等を通じて学ぶ
意欲を向上させることと、学校や地域の課題を発見したり、解決したりする
能力を育成することです。結果的にはＵターンをして地域の活性化に取り組
む人材を一人でも二人でも増やしたいということです。「津和野に学ぶ、津
和野を創る、津和野と生きる」という事を念頭に置いて「地域から必要とさ
れる学校」を目指しさらに取り組みを進めて参りますので、どうか町民の皆
様のご理解とご協力をお願い致します。

あ
り
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
高
校
が
「
地
域
の
お
世
話

に
な
る
ば
か
り
で
い
い
の
か
、
何

か
恩
返
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
」
と
取
り
組
ん
だ
の
が
今
年

の
豪
雨
災
害
を
受
け
列
車
乗
り
入

れ
が
停
止
し
て
い
た
JR
津
和
野
駅

の
ホ
ー
ム
を
利
用
し
た
「
駅
の
ス

テ
ー
ジ
」
で
し
た
。

生
徒
の
４
割
強
が
通
学
に
JR
を

利
用
し
て
お
り
、
人
の
出
入
り
が

減
っ
た
駅
を
見
て
「
駅
に
明
か
り

を
灯
そ
う
！
町
の
人
に
元
気
に

な
っ
て
も
ら
お
う
！
」
と
生
徒
た

ち
が
自
ら
企
画
し
実
現
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
方
を
招
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
通
常
の
高
校
の
授
業

と
は
異
な
る
津
和
野
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
地
域
か
ら
学
び
の
機
会
を
得

る
と
同
時
に
地
域
へ
貢
献
で
き
る

学
校
づ
く
り
へ
向
け
て
動
き
始
め

て
い
ま
す
。

取
り
組
め
ば
成
果
は
出
る

今
か
ら
お
よ
そ
７
年
前
、「
町

か
ら
高
校
が
な
く
な
る
」
と
い
う

危
機
に
直
面
し
、
早
く
か
ら
高
校

存
続
に
向
け
て
取
り
組
み
を
始
め

た
高
校
が
同
じ
島
根
県
内
に
存
在



平
成
24
年
度
の
津
和
野
町
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
約
１
億
９
７
３
万

円
の
黒
字
、
実
質
公
債
比
率
（
※
１
）
も
15
．
１
と
な
り
、
昨
年

度
の
17
．
2
か
ら
2.1
ポ
イ
ン
ト
改
善
を
す
る
な
ど
町
の
財
政
状
況

は
健
全
な
方
向
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。

決算報告
津和野町の財政状況をお知らせします

平成24年度 津和野町一般会計・特別会計

約
１
億
９
７
３
万
円
の
黒
字

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
額

は
、
1
億
９
７
２
万
５
千
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
済
額
が

81
億
４
，
６
８
３
万
6
千
円
、
支

出
済
額
が
80
億
３
，
７
１
１
万
１
千

円
、
翌
年
度
繰
越
額
３
億
３
，

４
８
３
万
４
千
円
、
不
用
額

１
億
８
，
５
１
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
は
、
自
主
財
源
（
※
２
）
と

依
存
財
源
（
※
３
）
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
の

自
主
財
源
の
割
合
は
15.0
％
で
、
そ

の
内
町
税
が
最
も
多
く
約
７
億
４
，

７
８
３
万
１
千
万
円
（
9.2
％
）、
続
い

て
、
使
用
料
及
び
手
数
料
1
億
４
，

５
３
８
万
６
千
円
（
1.8
％
）、
諸

収
入
1
億
２
，
２
４
４
万
4
千
円

（
1.5
％
）、
分
担
金
及
び
負
担
金
６
，

※１実質公債比率 ･･･自治体の収入に対する負債返済の割合を表したもの。18％以上だと、新たな借金を行うのに国や県の許可が必要となる。
※２自主財源 ･･･････町が独自に調達できるお金
※３依存財源 ･･･････地方交付税など自主財源以外のお金

歳入

4,683 万 6千円
81

歳出

3,711 万 1千円

町税 
7 億 4,783 万１千円
（9.2％） 地方交付税

44億 9,640 万 7千円
（55.2％）

国庫支出金
5億 3,176 万 3千円（6.5％）

町債
13億 3,199 万６千円
（16.4％）

総務費
17億 3,524 万９千円
（21.6％）

民生費
13億 6,829 万 7千円
（17.0％）

公債費
15億 2,582 万 9千円
（19.0％）

諸支出金 1,248 万５千円（0.2％）
労働費 104 万 4千円（0.0）

議会費 9,322 万 6千円（1.2％）

衛生費 7億 9,323 万 8千円（9.9％）

教育費
10億 7,088 万 7千円
（13.3％）

消防費
3億 5,644 万 9千円（4.4％）

土木費
5億 2,740 万 6千円（6.6％）

農林水産業費 3億 5,805 万 1千円（4.4％）
商工費1億9,495万円（2.4％）

■平成 24年度歳出性質別構成
人件費（14.4％）
11億 5,519 万８千円

物件費（15.5％）
12 億 4,258 万２千円

維持補修費（0.8％）6,325 万９千円

公債費（24.8％）
19 億 8,275 万４千円

繰出金（9.2％）
7億 3,685 万８千円

扶助費（5.6％）
4億 4,654 万１千円

補助費等（12.7％）
10億 1,779 万円

普通建設事業費（9.5％）
7億 6,269 万 7千円

出資金（0.0％）0円
貸付金（0.3％）
2,411 万 4千円

積立金（5.0％）3億 9,582 万 5千円

実
質
公
債
比
率
が
大
幅
改
善

７
７
６
万
７
千
円
（
0.8
％
）、
繰
越

金
５
，６
１
６
万
１
千
万
円
（
0.7
％
）、

財
産
収
入
５
，４
９
６
万
円
（
0.7
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
を
交
付
金
に
依
存

依
存
財
源
の
割
合
は
、
歳

入
全
体
の
85.0
％
で
、
主
な
内
容

と
し
て
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
が
最
も
大
き

く
44
億
９
，
６
４
０
万
７
千
円

（
55.2
％
）、
町
の
借
金
で
あ
る
町

債
が
13
億
３
，
１
９
９
万
６
千
円

（
16.4
％
）、
国
庫
支
出
金
5
億
３
，

１
７
６
万
３
千
円
（
6.5
％
）、
県
支

出
金
４
億
２
３
０
万
１
千
円
（
4.9

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
性

質
別
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
公
債
費

の
19
億
８
，
２
７
５
万
４
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
そ
の
他
の
金
額
と
割

合
は
下
図
の
グ
ラ
フ
参
照
）

0 20 40 60 80 100

■健全化判断比率の状況 ※算定されない場合は「－」を記載。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成 24年度 － － 15.1% 100.3%

早期健全化基準 14.92% 19.92% 25.0% 350.0%

災害復旧事業費（2.2％）
1億 7,406 万２千円
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地方譲与税 
7,396 万 2千円（0.9％）

地方消費税交付金
7,189 万 4千円（0.9％）

分担金及び負担金
6,776 万 7千円（0.8％）

使用料及び手数料
1億 4,538 万 6千円（1.8％）

県支出金
4億 230 万 1千円（4.9％）

利子割交付金 184 万円、配当割交付金 92 万 6 千円、株式等
譲渡所得割交付金 17 万 6 千円、自動車取得税交付金 1,366
万 9千円、地方特例交付金 129 万 7千円、交通安全対策特別
交付金 92 万 8 千円、財産収入 5,496 万円、寄付金 571 万 5
千円、繰入金 1,941 万 3千円、繰越金 5,616 万１千円（1.9％）

諸収入 1億 2,244 万４千円（1.5％）



■町民負担の概況（人口8,251 人、平成 25年 3月 31日時点）

■財政分析数値

■平成 25年度一般会計予算 執行状況

津和野共存病院の平成 24年度の経営状況について

平成 25年９月末時点、単位は千円

■資金不足比率の情報

■平成 24年度特別会計決算額

■基金の状況（普通会計）一人あたりの金額 41 万 3,565 円

科目 収入済額① 支出済額② 差引（①－②）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 11億 1,020 万 7千円 11億 855 万 5千円 165 万 2千円

介 護 保 険 特 別 会 計 13億 4,336 万 4千円 13億 3,336 万 8千円 999 万 6千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億 9,252 万 8千円 2億 9,086 万 9千円 165 万 9千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 5億 2,427 万 4千円 5億 1,517 万 2千円 910 万 2千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4億 3,606 万 3千円 4億 3,345 万 1千円 261 万 2千円

農業集落排水事業特別会計 545 万 5千円 534 万 1千円 11万 4千円

奨 学 基 金 特 別 会 計 1,389 万 7千円 1,389 万 7千円 0円

電 気 通 信 事 業 特 別 会 計 1億 3,888 万 4千円 1億 3,683 万 1千円 205 万 3千円

診 療 所 特 別 会 計 1億 559 万 1千円 9,627 万 8千円 931 万 3千円

介護老人保健施設事業特別会計 4億 9,994 万 9千円 4億 9,351 万 3千円 643 万 6千円

合計 44億7,021万2千円 44億2,727万5千円 4,293万7千円

名称 年度当初残高 年度中積立額 年度中取崩額 年度末残高

財政調整積立金 14億 6,304 万 7千円 1億 7,471 万 9千円 0円 16億 3,776 万 6千円

減 債 積 立 金 4億 7,037 万 8千円 1億 40万 6千円 0円 5億 7,078 万 4千円

特定目的基金 8億 1,330 万 7千円 4億 721 万 3千円 1,674 万円 12億 378 万円

合計 27億 4,673 万 2千円 6億 8,233 万 8千円 1,674 万円 34億 1,233 万円

使用料

費目 金額

総 務
使 用 料 769 万 6千円

衛 生
使 用 料 484 万 5千円

農林水産
業使用料 3万 6千円

商 工
使 用 料 1,193 万 8千円

土 木
使 用 料 6,071 万 6千円

教 育
使 用 料 3,576 万 3千円

合計 1億 2,099 万 4千円

税目 金額 一人当たり
の金額

個 人 町 民 税 2億 2,882 万 7千円 28,893 円

法 人 町 民 税 3,578 万 3千円 4,423 円

固 定 資 産 税 3億 8,537 万 7千円 49,125 円

固 定 資 産 税 等
所在市町村交付金 393 万 9千円 477 円

軽 自 動 車 税 2,064 万円 2,553 円

市 町 村
た ば こ 税 3,797 千 2千円 4,602 円

入 湯 税 461 万 5千円 559 円

合計 7億 1,715 万 3千円 90,635 円

Ｈ 24年度決算（　）内は対前年比との増減

経常収支比率 87.8%（△ 0.9）実質収支比率 1.9%（▼ 0.9）
公債費比率 27.0%（▼ 4.2）財政力指数 0.166%（▼ 0.002）
人件費比率 22.0%（△ 1.3）実 質 公 債

費 比 率 15.1％（▼ 2.1）
物件費比率 12.8%（△ 2.0）
標準財政規模 51億 1,570 万 4千円（▼ 1億 8,646 万 6千円 )

科目 予算額 収入済額
町税 677,304 506,012

地方譲与税 76,000 20,275
利子割交付額 1,300 863
配当割交付金 600 277

株式等譲渡所得割交付金 200 0
地方消費税交付金 63,000 41,341
自動車取得税交付金 12,000 3,696
地方特例交付金 1,000 1,079
地方交付税 4,000,000 2,926,438

交通安全対策特別交付金 800 504
分担金及び負担金 65,715 22,851
使用料及び手数料 141,199 61,504
国庫支出金 755,535 128,982
県支出金 545,847 53,340
財産収入 39,821 18,175
寄付金 11,549 13,850
繰入金 658,883 0
繰越金 85,411 85,411
諸収入 88,313 15,099
町債 1,397,176 0
合計 8,621,653 3,899,697

科目 予算額 支出済額
議会費 91,214 49,265
総務費 1,330,718 503,271
民生費 1,666,824 506,893
衛生費 878,852 451,369
労働費 987 377
農林水産費 515,620 85,333
商工費 274,680 145,362
土木費 689,196 238,879
消防費 335,992 217,178
教育費 1,169,390 604,263
災害復旧費 385,765 40,164
公債費 1,273,261 638,693
諸支出 2,245 660
予備費 6,909 0
合計 8,621,653 3,481,707

手数料

費目 金額

総 務
手 数 料 703 万 6千円

衛 生
手 数 料 1,731 万 9千円

商 工
手 数 料 3万 4千円

地 籍
手 数 料 2千円

合計 2,439 万 1千円

簡易水道事業、下水道事業、
農業集落排水事業、病院事業
の資金不足比率については、
算定されていません。

平
成
24
年
度
の
津
和
野
共
存
病
院
の
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
検
証
・
評
価

を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
医
療
法
人
橘
井
堂
を
指
定
管
理
者

と
し
て
津
和
野
共
存
病
院
の
管
理
運
営
を
行
い
ま

し
た
。
利
用
代
行
制
を
導
入
し
、
診
療
報
酬
等
は

町
の
収
入
と
な
り
、
指
定
管
理
者
に
は
、
人
件
費

等
の
経
費
を
診
療
報
酬
交
付
金
と
し
て
支
払
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
は
下
表
の
通
り
で
、
収

益
的
収
支
で
は
６
万
５
，
４
３
４
円
の
純
利
益

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
本
的
収
支
で
は
１
，

９
８
６
万
６
，
２
１
２
円
の
資
金
不
足
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
の
不
足
分
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
填
し
ま
し
た
。

【
評
価
】

町
民
の
皆
様
の
健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
提
供

を
目
指
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
接
遇
研
修
を
行
う
な
ど

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
公
の
施
設
の

設
置
目
的
に
照
ら
し
て
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
接
遇
面
で
の
オ
ア
シ
ス
委
員
会
で

の
指
導
、要
望
・
苦
情
に
対
し
て
毎
月
曜
日
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
時
で
の
報
告
・
指
導
を
行
う
な
ど
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
管
理
面
、
衛
生
管
理
面
な
ど
も
良

好
で
、
指
定
管
理
者
の
努
力
が
伺
え
る
管
理
体
制

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
・
看
護
師
不

足
か
ら
厳
し
い
労
働
環
境
が
続
い
て
お
り
、
現
時

点
に
お
い
て
は
療
養
病
床
の
再
開
は
厳
し
く
、
引

き
続
き
医
師
・
看
護
師
の
確
保
対
策
が
重
要
で
あ

り
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

収
支
に
お
い
て
は
、
医
師
と
地
域
連
携
室
と
で

病
状
を
見
て
在
院
日
数
を
調
整
す
る
な
ど
増
収
に

努
め
、
支
出
面
で
は
、
医
療
材
料
や
消
耗
品
に
つ

い
て
、
入
札
方
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
経
費
削
減

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
津
和
野
共
存
病
院
は
、
町

内
唯
一
の
入
院
施
設
と
し
て
益
田
圏
域
の
中
核
病

院
で
あ
る
益
田
赤
十
字
病
院
の
5
疾
病
5
事
業
に

お
け
る
回
復
期
医
療
な
ど
の
機
能
を
担
っ
て
い
ま

す
。救

急
時
に
は
、
医
師
不
足
な
ど
か
ら
救
急
告
示

を
取
り
下
げ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
電
話
対
応

を
含
め
、
初
期
の
段
階
の
救
急
患
者
や
比
較
的
軽

度
の
症
状
の
救
急
患
者
に
つ
い
て
は
、
救
急
医
療

体
制
を
維
持
し
、
救
急
搬
送
人
員
の
4
割
を
受
け

入
れ
、
圏
域
内
の
救
急
医
療
に
対
し
て
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
、
夜
間

救
急
外
来
診
療
に
お
い
て
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

不
足
に
よ
り
、
止
む
を
得
ず
休
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収益的（円） 資本的（円）
収入 7億 4,629 万 5,501 2 億 576 万 987
支出 7億 4,623 万 67 2億2,562万7,199
差額 65,434 △ 1,986 万 6,212

区　分
平成 24年度

目標（プラン） 実績
経常収支比率（※１） 100.0％ 100.0%

入院患者数 13,500 人 12,573 人
病床利用率（※２） 90.0％ 73.9%
一日当たり入院単価 21,400 円 28,857 円
外来患者数 29,892 人 26,168 人

一日当たり外来単価 6,200 円 7,339 円

※１経常収支比率：病院事業会計の経常費用に対する経常収益の割合。１００％以上で黒字
※２病床利用率：「病床数（休止病床除く）に対する延べ入院患者数の割合として算出。（病院の

施設が有効に活用されているかどうか判断する指標）

※決算報告のグラフ・表における各数値は平成 25年 3月 31日時点のものとなります。

民生使用料は 0円でした
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一
二
月
一
三
日
（
金
）
か
ら
開
催
し
て
い
る
冬
期
展
で
は
、
新

作
の
「
旅
の
絵
本
Ⅷ
・
日
本
編
」
の
ほ
か
、「
歌
の
風
景
」、「
子

ど
も
の
季
節
」や「
ふ
し
ぎ
な
た
ね
」な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　「
旅
の
絵
本
Ⅷ
日
本
編
」
に
は
、
昔
の
津
和
野
の
町
並
み
が
い

く
つ
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
津
和
野
の
駅
や
殿
町
通
り
、
津
和
野

大
橋
の
あ
た
り
な
ど
、
今
も
面
影
を
残
し
て
い
る
場
所
が
た
く
さ

ん
描
か
れ
て
お
り
、
安
野
さ
ん
の
少
年
時
代
の
思
い
出
も
描
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
季
節
」
は
一
九
七
〇
年
代
に
雑
誌
や
教
科
書
な
ど

に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
集
め
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
た
こ
あ
げ
や

せ
み
と
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
姿
が
、
い
き
い
き
と
描
か

れ
る
ほ
か
、
安
野
さ
ん
の
遊
び
心
が
様
々
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い

る
作
品
で
す
。
冬
期
展
で
は
、「
子
ど
も
の
季
節
」
に
収
録
さ
れ

な
か
っ
た
雑
誌
の
表
紙
原
画
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　「
ふ
し
ぎ
な
た
ね
」
は
、
ひ
と
り
の
青
年
が
、
仙
人
か
ら
も
ら
っ

た
一
粒
の
種
を
育
て
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
物
語
で
す
。
こ
の
作

最
新
作
『
旅
の
絵
本
日
本
編
」、「
子
ど
も
の
季
節
」、「
ふ
し
ぎ
な
た
ね
」
な
ど

　
　
　

 

安
野
光
雅
美
術
館

冬
期
展
示
の
お
知
ら
せ

品
は
、「
二
進
法
」
や
「
計
算
」
な
ど
の
数
学
の
考
え
方
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
数
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ア
メ

リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
海
外
で
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
数
理
科
学
の
世
界
Ⅳ
」
で
は
、
数
学
や
科
学
、
芸
術
な
ど
様
々

な
分
野
に
対
す
る
安
野
さ
ん
の
知
識
の
広
さ
と
発
想
力
の
豊
か
さ
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
作
品
を
楽
し
め
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
家
族
、
ご
友
人
と
ご
一
緒
に
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

　
年
末
は
、
一
二
月
二
九
日
（
日
）
か
ら
三
一
日
（
火
）
ま
で
は
休

館
い
た
し
ま
す
。

　
年
明
け
は
、
一
月
一
日
（
水
）
か
ら
通
常
ど
お
り
午
前
九
時
か
ら

開
館
い
た
し
ま
す
。

「
旅
の
絵
本
Ⅷ 

日
本
編
」
の
一
場
面
　
©
空
想
工
房

「
子
ど
も
の
季
節
」
か
ら
「
も
う
す
ぐ
は
る
」　
©
空
想
工
房

「
ふ
し
ぎ
な
た
ね
」
か
ら
　
©
空
想
工
房

■
安
野
光
雅
美
術
館
ご
利
用
案
内

開
館
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

 
 

（
最
終
入
館
４
時
45
分
）

休
館
日

　
年
末
の
12
月
29
日
か
ら
31
日
の
３
日
間
、

お
よ
び
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
の
第
２
木

曜
日
。

入
館
料

　
町
　
民
　
無
料

　
一

　
般

　
８
０
０
円（
６
５
０
円
）

　
中
高
生

　
４
０
０
円（
２
５
０
円
）

　
小
学
生

　
２
５
０
円（
１
２
０
円
）

　
※（
）内
は
団
体（
20
名
様
以
上
）の
料
金
。

駐
車
場

　
美
術
館
前
10
台（
身
障
者
用
２
台
）

　
津
和
野
町
営
駐
車
場（
津
和
野
駅
横
）

※
受
付
で
無
料
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
冬
期
展
の
ご
案
内

 

会
期
　
12
月
13
日
（
金
）
〜
３
月
12
日
（
水
）

　
○
第
１
展
示
室

　
　
旅
の
絵
本
Ⅷ 

日
本
編

　
　
歌
の
風
景

　
　
子
ど
も
の
季
節

　
○
第
２
展
示
室

　
　
　
数
理
科
学
の
世
界 

Ⅳ

　
　
　
ふ
し
ぎ
な
た
ね

　
一
九
六
二
年
（
昭
三
七
）、
桑
原
史
成
さ
ん
が
、
処
女
作
と
な
る

「
水
俣
」
を
発
表
し
て
報
道
写
真
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
印
し
た
こ
と

は
、
こ
の
紙
面
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
遡
る
三
年
前
の

一
九
五
九
年
一
二
月
、
ち
ょ
う
ど
桑
原
さ
ん
が
大
学
の
卒
業
を
目
の

前
に
し
た
時
期
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
石
炭
か
ら
石
油
へ

大
き
く
転
換
す
る
過
渡
期
で
し
た
。

　
こ
の
激
動
す
る
経
済
の
変
革
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
桑
原
さ
ん
は
、

北
九
州
・
筑
豊
で
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
た
炭
坑
の
町
を
題
材
に
写
真

を
撮
り
続
け
て
い
た
時
に
、
偶
然
に
も
二
人
の
姉
妹
に
出
会
い
、
フ
ィ

ル
ム
に
記
録
し
ま
し
た
。

　
東
京
に
戻
り
、
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
二
月
、
桑
原
さ
ん
の
身
を

震
撼
さ
せ
る
出
来
ご
と
に
遭
遇
し
ま
す
。
巨
匠
・
土
門
拳
が
同
じ
筑

豊
を
テ
ー
マ
に
し
て
「
筑
豊
の
姉
妹
」
と
題
す
る
作
品
を
カ
メ
ラ
雑

誌
に
発
表
し
た
の
で
す
。

　
桑
原
さ
ん
は

　
そ
れ
は
自
分
の
写
真
と
比
べ
、
厳
し
い
現
実
に
お
か
れ
た

人
び
と
を
優
し
い
視
線
で
捉
え
、迫
力
に
満
ち
た
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
の
ロ
ー
キ
ー
ト
ー
ン
の
調
子
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
ら
の
写
真
の
前
で
、
私
の
未
熟
な
「
筑
豊
」
は
、
ま

る
で
露
穂
田
に
消
え
る
か
の
よ
う
に
暗
く
狭
い
フ
ィ
ル
ム

ケ
ー
ス
の
中
に
密
封
さ
せ
る
運
命
を
た
ど
ら
せ
た
。

　
と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
桑
原
さ
ん
は
、
挫
折
が
癒
え
始
め

た
七
月
か
ら
、
新
し
い
テ
ー
マ
「
水
俣
」
の
撮
影
を
開
始
し
ま
す
。

　
筑
豊
で
の
挫
折
は
荒
海
に
漕
ぎ
出
す
小
舟
の
よ
う
で
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
の
前
途
の
多
難
さ
を
示
唆
し
て
く
れ

た
よ
う
に
思
う
。（「
筑
豊
」
解
説
文
か
ら
）

　
こ
の
作
品
「
筑
豊
」
は
、
そ
れ
か
ら
約
四
〇
年
に
わ
た
り
封
印
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
一
九
九
九
年
初
め
て
公
開
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
ま

し
た
。

　
桑
原
史
成
写
真
美
術
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
「
筑
豊
と
そ
の

子
供
た
ち
」
と
題
し
て
、
一
二
月
二
〇
日
（
金
）
か
ら
二
〇
一
四
年

三
月
一
九
日
（
水
）
ま
で
展
示
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
桑
原
史
成
さ
ん
が
撮
り
続
け
て
き
た
記
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

桑
原
史
成
写
真
美
術
館
か
ら

　冬
期
展
示
「
筑
豊
と
そ
の
子
供
た
ち
」

　12
月
20
日
（
金
）
か
ら

「
御
所
の
花
」
か
ら
「
サ
ク
ラ
」。
©
空
想
工
房

■
桑
原
史
成
写
真
美
術
館 

ご
利
用
案
内

開
館
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時（
最
終
入
館
４
時
45
分
）

休 

館 

日
／
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
の
第
３
木
曜
日
。

入 

館 

料
／
町

　
民

　
無
料

　
　
　
　
　
一
　
般
　
３
０
０
円（
１
５
０
円
）

　
　
　
　
　
中
高
生
　
１
５
０
円（
１
２
０
円
）

　
　
　
　
　
小
学
生

　
１
０
０
円（
８
０
円
）

　
　
　
　
　
※（
）内
は
団
体（
20
名
様
以
上
）の
料
金
。

駐 

車 

場
／
安
野
光
雅
美
術
館
前
10
台（
身
障
者
用
２
台
）

筑豊で出会った二人の姉妹（「筑豊とその子供たち」から）　©桑原史成

○
「
御
所
の
花
展
」、
京
都
、
大
阪
で
開
催
決
定

　
安
野
光
雅
さ
ん
が
、
御
所
に
咲
く
花
々
を
描
い
た
作

品
（
一
三
〇
点
）
の
展
覧
会
「
御
所
の
花
展
」
が
、
新
春
、

二
〇
一
四
年
一
月
八
日
（
水
）
か
ら
同
月
二
〇
日
（
月
）
ま

で
京
都
髙
島
屋
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、三
月
一
二
日（
水
）か
ら
同
月
三
一
日（
月
）ま
で
、

な
ん
ば
髙
島
屋
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
四
月
以
降
は
、
全
国
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
。



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-1

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談 ,交通事故相談
総務財政課 ･･････☎74-0028
■無料人権相談
税務住民課 ･･････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,幼児
健診 ,こころの相談 ,ケア
サロン津和野・かんがるー
教室 ,離乳食教室，手話生
活相談
健康福祉課 ･･････☎72-0657
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談
社会福祉協議会津和野支所
 ････････････････☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支
所 ･･････････････☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわＡ・Ｂ，ヨガ
&マットエクササイズ，水
彩画教室
日原中央公民館 ･･☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室
津和野町民センター
 ････････････････☎72-2070
■キラキラ体操教室、認知症
講演会 ,地域運動推進員研
修会，元気アップ教室
地域包括支援センター
 ････････････････☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い，健康体操、ぴよ
ぴよサロン
青原公民館 ･･････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
 ･････････☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

納期限は1月31日

国民健康保険税 第 10 期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 10期
介護保険料・・第 10期

各料金・税金は納付期限ま
でに納付しないと、20 日以
内に督促状を発送します。
その後の納付には 100 円の
手数料が別途必要となりま
す。
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【当番医】津和野共存病院 【当番医】津和野共存病院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】和﨑医院

【当番医】栗栖医院

【当番医】増野医院

【当番医】つわぶき医院

【当番医】つわぶき医院

1

6 97 11

12

108

13 14 15 16 17 18

19

27 28

20 21 22 23 24 25

26

2 4

5

3

29 30 31

成人の日

元旦

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時、13~16時）

◎交通事故相談
（ 浜 田 合 同 庁 舎 /9~12 時、
13~16時）
◎断酒会
（中央公/19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時、13~16時）

◎交通事故相談
（ 浜 田 合 同 庁 舎 /9~12 時、
13~16時）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎文化財防火デー

◎食育の集い- 調理実習-
（青原公民館/9:30~13:30）
◎石見神楽公演（須子社中）
（なごみ/11:00~，14:00~）

◎輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）

◎津和野町消防出初式
（日原中学校/10:00~）
◎石見神楽公演（左鐙社中）
（なごみ/11:00~，14:00~）

◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館/9:00~11:00）
◎水彩画教室
（山セ　 /9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（木部公民館/13:30~14:30）
（小川公民館/15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館/13:30~14:30）
（町民セ/15:30~16:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（町民セ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎水彩画教室
（やませ/9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（高田自治会館 /13:30~14:30）
（中座会館/15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故巡回相談
（益田市役所/9~15時、要予約）
◎キラキラ体操教室
（長野自治会館/13:30~14:30）
（和田自治会館/15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎健康相談
（まちせ/9:30~11:30）
◎アダルト英会話
（やませ/10:30~11:30）
◎3B体操
（まちせ/13:30~）
◎キッズえいかいわB
（やませ/16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ/20:00~21:00）

◎アダルト英会話
（やませ/10:30~11:30）
◎キッズえいかいわA
（やませ/16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ/20:00~21:00）
◎ファミリーバドミントンリーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎3B体操
（町民セ/13:30~）

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館/9:00~11:30）
◎ファミリーバドミントンリーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎成人式
（津和野体育館/受付10時~
式典11時 ~）

◎心配ごと相談
（福祉ｾﾝ /10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00~12:00）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館/13:30~15:30）
◎史談会
（町民セ/13:30~）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館/19:30~20:30）

◎明るい生活相談
（山村セ/9:30~14:30）
◎無料行政相談
（やませ/9:30~14:30）
◎無料人権相談
（やませ/9:30~14:30）
◎無料法律相談【要予約】☎72-1494
（ふくせ/13:00~16:00）
◎ヨガ&マットエクササイズ
（山セ　 /20:00~21:00）

◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00~12:00）

◎ヨガ&マットエクササイズ
（やませ/20:00~21:00）

◎パソコン教室
（日原公  /10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（ 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/10:30~11:30）
（プラサ枕瀬/13:30~14:30）
◎健康体操
（青原公民館/13:30~15:00）
◎ハングル講座
(日原公/19:30~）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎ハングル講座
(日原公/19:30~）
◎キラキラ体操教室
（池河ｺﾐｾﾝ /10:30~11:30）
（須川公民館/13:30~14:30）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎ハングル講座
(日原公/19:30~）
◎キラキラ体操教室
（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/10:30~11:30）
（ 滝 元 多 目 的 集 会 所
/13:30~14:30）

◎第3回津和野町まちづくりシ
ンポジウム
（やませ/13:00~17:00）

◎森鷗外生誕記念講演会「鷗外
の花暦」
（森鷗外記念館/14:00~15:30 ）

◎健康相談
（発熱外来診療所/9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（やませ/10:30~11:30）
（青原公民館/13:30~14:30）
◎育児相談
（直地児童館内子育て支援セン
ター/10:30~11:30）
◎健康体操
（青原公民館/13:30~15:00）
◎ハングル講座
(日原公/19:30~）

◎かんがるー教室
（直地集会所/13:00~15:00）
◎ケアサロン
（津和野共存病院/11:00~12:00）
◎水彩画教室
（まちせ/13:00、19:00~）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎キッズダンスレッスン
（小川公民館/19:00～）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）
◎季節の湯（橙）（なごみ　）

◎育児相談
（日原保育園内子育て支援センター
/10:00~11:30）
◎水彩画教室（町民セ/13:00~,19:00~）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎断酒会（町民セ/19:00~21:00）
◎キッズダンスレッスン
（小川公民館/19:00～）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）
◎町内小中学校　始業式
◎季節の湯（橙）（なごみ　）

津和野温泉なごみの里
正月は通常どおり営業いたします
１月２日は温泉営業日です
温泉 ……… 10:00~21:00
売店 ………  9:00~21:00
レストラン ……9:00~21:00

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ
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【萩・石見空港ホームページ】http://www.iwami.or.jp/airport/

国
民
年
金
は
、
若
い
と
き
に

公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と

っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家
族

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な

り
ま
す

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責

任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障

さ
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

公
的
年
金
に
は
、
年
を
と
っ

た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
に

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り

ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や

事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族

年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た

場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（「
子
の
あ
る
妻
」
や
「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

保
険
料
の
猶
予
や
免
除
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な

る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
の
み
）、
一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方
で
す
。

年
金
の
手
続
き
は

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続

き
等
に
つ
い
て
は
役
場
健
康
福

祉
課
、
本
庁
舎
総
合
窓
口
ま
た

は
浜
田
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康福祉課☎ 72-0651
20 歳になったら国民年金に加入しましょう

コンテストで１位に輝いた藤井さん

環境生活課☎ 72-0309
（津和野町環境パートナーシップ会議）

こ
の
夏
、
津
和
野
町
内
で
行

わ
れ
た
夏
の
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス

ト
で
藤
井
弥
生
さ
ん
（
枕
瀬
）

が
節
電
率
28
．
７
％
を
達
成
し

見
事
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

参
加
者
皆
様
が
様
々
な
省
エ
ネ

（
節
電
）
へ
の
取
り
組
み
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
温

室
効
果
ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ
2
）
を

317kg-CO
2

（
中
国
電
力

2010

年
度CO

2

排
出
係
数 

0.491kg-CO
2/kW

h

使
用
）

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
上
位
５
位
ま
で
の
節
電
率

の
成
績
は
、
１
位
28
．
7
％
、

２
位
27
．0
％
、３
位
21
．6
％
、

４
位
16
．
3
％
、
５
位
14
．
３

%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寒
い
冬
が
到
来
し
て
き
ま
し

た
が
引
き
続
き
、
無
理
の
な
い

節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

快
適
な
エ
コ
生
活
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
位
に
輝
い
た
藤
井
さ
ん
は

『
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
テ
レ

ビ
と
冷
蔵
庫
を
省
エ
ネ
タ
イ
プ

の
物
に
買
い
替
え
た
こ
と
。
他

に
も
炊
飯
器
や
電
気
ポ
ッ
ト
の

使
用
を
や
め
た
り
、
ゴ
ー
ヤ
カ

ー
テ
ン
で
西
日
を
遮
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
を
や
っ
た
結
果
が

評
価
さ
れ
て
嬉
し
い
で
す
。』

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

夏の省エネコンテストの
結果報告

来
年
の
3
月
30
日
よ
り
2
年

間
、
萩
・
石
見
空
港
―
東
京
路

線
が
2
便
化
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
!!

こ
れ
は
、
平
成
25
年
10
月
15

日
に
国
土
交
通
省
に
対
し
、萩
・

石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協
議

会
・
島
根
県
・
全
日
本
空
輸
株

式
会
社
と
で
共
同
提
案
し
て
い

た
羽
田
発
着
枠
政
策
コ
ン
テ
ス

ト
で
萩
・
石
見
空
港
が
選
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

今
回
の
決
定
は
あ
く
ま
で

も
、
向
こ
う
2
年
間
の
増
便
に

つ
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
間

で
い
か
に
利
用
者
数
の
拡
大
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促

進
協
議
会
で
は
、
こ
の
機
会
を

活
用
し
て
、
首
都
圏
と
の
交
流

人
口
の
拡
大
、
観
光
・
産
業
の

振
興
な
ど
を
図
っ
て
い
き
、
関

係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
継
続
運

航
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
萩
・
石
見
空
港

利
用
圏
域
住
民
の
方
々
を
は
じ

め
と
す
る
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
運
航
時
刻
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
航
空
会
社
よ
り

発
表
が
あ
り
ま
す
。
発
表
が
あ

り
次
第
、
萩
・
石
見
空
港
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

つわの暮らし推進課☎74-0092
萩・石見空港の東京便が２便に！

○
募
集
対
象
施
設

津
和
野
幼
花
園
、
畑
迫
・
木

部
・
日
原
・
青
原
の
各
保
育
園

お
よ
び
直
地
児
童
館

○
提
出
す
る
書
類

①
保
育
園
入
園
申
込
書

②
就
労
証
明
書
（
※
１
）

65
歳
未
満
世
帯
員
全
員
分

が
必
要
で
す
（
児
童
・
学
生

は
除
く
）。

③
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
の

写
し
（
※
２
）

④
医
師
か
民
生
委
員
等
の
証
明

ま
た
は
母
子
手
帳
の
写
し

⑤
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
す
る

書
類

※
１
就
労
状
況
に
よ
り
勤
務
先

の
事
業
主
ま
た
は
民
生

委
員
等
に
よ
る
証
明
と

な
り
ま
す

※
２
保
護
者
等
が
就
労
さ
れ
て

い
る
場
合

書
類
は
健
康
福
祉
課
ま
た

は
、
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

○
申
込
締
切

平
成
26
年
1
月
31
日
（
金
）

な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
保
育
の
必
要
性
の
程
度
を

考
慮
し
て
入
園
許
可
を
行
い
ま

す
。

○
入
園
基
準

次
の
よ
う
な
理
由
で
昼
間
保

育
が
で
き
な
い
家
庭

・
保
護
者
等
の
就
労

・
母
親
の
妊
娠
、
出
産
の
前
後

・
疾
病
や
負
傷
ま
た
は
精
神
・

身
体
に
障
が
い
が
あ
る

・
同
居
親
族
の
介
護

・
災
害
の
復
旧

・
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
場
合

（
求
職
中
な
ど
）

○
注
意
事
項

次
の
よ
う
な
理
由
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

・
近
所
に
一
緒
に
遊
ぶ
子
ど
も

が
い
な
い
。

・
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
に

集
団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
た

い
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

健康福祉課☎ 72-0673
平成 26年度の新入園児を募集します

人事異動のお知らせ
総務財政課☎ 74-0028

氏
名

職
名

旧
職
名

島
田 

賢
司

副
町
長

総
務
財
政
課
長

福
田 

浩
文

総
務
財
政
課
長

総
務
財
政
課
課
長
補
佐

平
成
25
年
12
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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みんなでまちづくりにつ
いて考えましょう

教育委員会☎ 72-1854

「
自
分
の
地
域
は
、
自
分
で

守
る
」
と
い
う
防
災
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
と
、
皆
さ
ま
と
役

場
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
お
互
い
の
意
識
の

向
上
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。当

日
は
、
明
治
大
学
政
治
経

済
学
部
教
授
・
牛
山
久
仁
彦
氏

に
よ
る
講
演
や
、
町
内
外
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
係
る
団
体
の

代
表
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

平
成
26
年
１
月
11
日

13
時
〜
17
時

日
原
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

（
12
時
30
分
開
場
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
13
時
10
分
〜
13
時
25
分

首
都
圏
の
学
生
・
社
会
人
に

よ
る
地
域
お
こ
し
活
動
・
フ

ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス

事
業
の
活
動
報
告

②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

基
調
講
演
『
自
助
・
共
助
に

よ
る
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
』

牛
山
久
仁
彦
氏
（
明
治
大
学

政
治
経
済
学
部
教
授
）

③
14
時
45
分
〜
15
時
15
分

事
例
報
告
（
江
津
市
黒
松
自

治
区
推
進
協
議
会
会
長
・
灘 

勝
晴
氏
）

④
15
時
30
分
〜
16
時
55
分

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
『
住
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
』

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
予
告

な
く
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092みんなで考える防災のまちづくり

第
64
回
近
県
学
校
音
楽
大
会

が
11
月
10
日
、
津
和
野
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

30
校
４
０
０
人
以
上
が
参
加

し
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を
披

露
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

津
和
野
中
学
校
3
年
の
小
石

楓
華
さ
ん
が
早
春
賦
を
堂
々
と

高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
最
優
秀

賞
・
教
育
長
賞
を
受
賞
、
左
鐙

小
学
校
全
校
児
童
に
よ
る
合
唱

は
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
歌

い
、
最
優
秀
賞
・
特
別
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

懸
命
に
発
表
す
る
姿
に
た
く
さ

ん
の
拍
手
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。昼

休
憩
の
時
間
に
は
当
日
の

審
査
員
で
も
あ
る
小
野
隆
洋
さ

ん
に
よ
る
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
演
奏

も
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近県学校音楽大会が開催されました

やめよう！不法投棄！

不
法
投
棄
と
は
、
山
林
や
海

岸
、
河
川
、
道
路
、
公
園
な
ど

に
廃
棄
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る

行
為
で
す
。
こ
の
行
為
は
、
廃

棄
物
処
理
法
に
よ
り
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
る
重
大
な
犯
罪
行
為
で

す
。
ま
た
、不
法
投
棄
未
遂
も
、

実
行
と
同
様
の
罰
則
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

な
ぜ
不
法
投
棄
を
す
る
の
か

ご
み
を
処
分
す
る
に
は
国
や

町
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、
適
正

に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、「
分
別
が
難
し
い
」

「
分
け
る
の
が
面
倒
」、「
処
理

費
用
が
ば
か
ら
し
い
」
と
い
っ

た
理
由
で
不
法
投
棄
を
す
る
ケ

ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ご
み
が
ご
み
を
呼
ぶ

一
度
ご
み
を
捨
て
れ
ば
、
そ

の
ご
み
が
ま
た
新
た
な
ご
み
を

呼
び
、
そ
の
場
所
が
不
法
投
棄

の
名
所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
一
度
不
法
投
棄
の
名
所
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
た
と
え
ご

み
を
撤
去
し
て
も
ま
た
す
ぐ
に

不
法
投
棄
さ
れ
、
多
大
な
処
理

費
用
だ
け
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

不
法
投
棄
が
も
た
ら
す
悪
影
響

不
法
投
棄
は
、
町
の
美
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
廃

棄
物
か
ら
出
る
有
害
物
質
が
地

中
に
浸
透
し
土
壌
や
地
下
水
等

を
汚
染
し
、
環
境
破
壊
を
招
き

ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の
処

理
に
か
か
る
多
額
の
費
用
は
、

税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
を
す
る
者
が
支
払

う
べ
き
対
価
を
、
私
た
ち
の
税

金
で
賄
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。 

ご
み
を
捨
て
に
く
い
環
境
を
つ

く
ろ
う

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め

に
は
、
ま
ず
自
己
防
衛
が
必
要

で
す
。
自
分
の
土
地
に
不
法
投

棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

基
本
的
に
管
理
者
が
ご
み
の
処

理
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
不
法
投
棄
は
、
草
木
が
生

い
茂
り
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い

場
所
に
多
く
あ
り
ま
す
。
定
期

的
に
除
草
等
を
行
な
い
、
ご
み

を
捨
て
に
く
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

環境生活課☎ 72-0309

環境生活課☎ 72-0309

水道管に防寒対策をしましょう

寒
さ
の
厳
し
く
な
る
こ
の
時

期
に
は
、
水
道
管
が
凍
結
し
、

破
裂
す
る
事
故
が
起
こ
り
ま

す
。
凍
結
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所

や
設
備
（
蛇
口
や
水
道
管
）
に

は
保
温
材
や
毛
布
等
を
巻
き
、

濡
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
を
か
ぶ
せ
る
と
い
っ
た
凍

結
防
止
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。外

の
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度

以
下
（
風
当
た
り
の
強
い
所
は

マ
イ
ナ
ス
１
〜
２
度
）
に
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
事
故

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

ま
ず
は
止
水
栓
を
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
止
水
栓
の
位
置
が
わ

か
ら
な
い
場
合
や
止
水
栓
を
閉

め
て
も
止
ま
ら
な
い
場
合
に

は
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
や
テ

ー
プ
を
巻
き
応
急
処
置
し
た

後
、
下
記
の
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
修
理
（
有
料
）
を

は
、
減
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

注
意
す
る
場
所

・
水
道
管
が
む
き
出
し
の
所

・
屋
外
で
風
当
た
り
の
強
い
水

道
管

・
北
向
き
の
日
陰
に
あ
る
も
の

・
温
水
器
な
ど
の
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
る
配
管
部
分

凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
。

・
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
と
か
け
る
。

熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
や

蛇
口
が
破
裂
し
ま
す
。
絶
対
に

熱
湯
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。町内指定給水装置工事事業者

●イワタニ山陰㈱………… ℡ 72-0081
●岩谷設備………………… ℡ 72-1828
●㈲鹿足住設……………… ℡ 72-1622
●石西産業㈱……………… ℡ 72-0911
●㈲ナガヨシ技建………… ℡ 72-1615
●㈲宮﨑水道工業………… ℡ 74-0462
●宮水………………℡ 090-2003-9770

依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
破

裂
に
よ
り
漏

水
し
た
場
合

の
水
道
料
金

■津和野町内の出場者審査結果（優秀賞以上）
部門 賞 曲目 学校・学年・出演者氏名

小学校独奏 優秀賞 かっこう 津和野小学校 4年　櫻井初花
小学校合奏 優秀賞 トルコ行進曲 左鐙小学校全校児童　7名
小学校重奏 優秀賞 風の歌 木部小学校 6年　山下桃佳・遠藤咲季

小学校合唱
最優秀賞
特別賞 絆 左鐙小学校全校児童　7名

優秀賞 空高く 津和野小学校 5年　21名

中学校独唱
最優秀賞
教育長賞 早春賦 津和野中学校 3年　小石楓華

優秀賞 浜辺の歌 日原中学校 2年　山本日和

中学校合唱 優秀賞 ①涙 ②サッカーによ
せて ③花 津和野中学校合唱部 1・2年　6名

高等学校重唱 優秀賞 さびしいカシの木 島根県立津和野高等学校合唱部　4名

その他の結果については、津和野町ホームページでご覧ください。
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つ
わ
み
ん
活
動
日
記

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
チ
ェ
ー
ン
島
根
フ
ェ
ア
（
高
知
市
）　

SL
フ
ェ
ア
「
SL
と
里
の
秋
祭
り
」（
山
口
市
）

益
田
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
研
修
会

第
9
回
　
き
て
み
ん
祭

会
場
を
回
り
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

つ
わ
の
あ
い
さ
つ
運
動

 

太
皷
谷
稲
成
神
社
御
鎮
座
弐
百
四
拾
年
奉
祝
行
事
（
新

嘗
祭
・
奉
祝
祭
）

　
地
元
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
・
つ
わ
の
風
雅
蒼
淙
と
と
も

に
よ
さ
こ
い
を
披
露
し
た
ほ
か
、
来
場
者
の
お
出
迎

え
を
行
い
ま
し
た
。

津
和
野
~
益
田
間
開
通
記
念
お
出
迎
え
イ
ベ
ン
ト

つわみんのキャラクターデザインの使用、着ぐるみの貸出・出演依頼ができます。【問】商工観光課☎ 72-0652

島根県観光キャラクター「しま
ねっこ」とともに、運転を開始
した特急「おき」、乗り合いバ
ス「ノンストップつわの号」の
お出迎えを行いました。

山口県の「ちょるる」や
湯田温泉の「ゆう子ちゃ
ん」らとともに、来場者
への PRを行いました。

農林課☎72-0653
農作物などに見舞金を支給します

津
和
野
町
で
は
、
７
月
28
日

の
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
農
作
物
や
生
産
設
備
等
に

対
し
て
災
害
見
舞
金
を
お
配
り

し
ま
す
。

見
舞
金
の
受
け
取
り
に
は
、

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
お

考
え
の
方
は
各
地
区
の
農
業
委

員
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
モ
ノ

①
販
売
目
的
で
栽
培
し
て
い
た

農
作
物
及
び
生
産
設
備

②
使
用
し
て
い
た
農
業
用
機
械

で
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
使
用

不
可
能
と
な
っ
た
も
の

※
農
業
共
済
事
業
（
農
作
物

共
済
、
園
芸
施
設
共
済
、
農
機

具
損
害
共
済
）
の
対
象
と
な
っ

た
も
の
は
こ
の
見
舞
金
制
度
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

給
付
対
象
と
な
る
モ
ノ
と
、

農林課☎ 72-0653
農林業施設の復旧費用を補助します

津
和
野
町
で
は
、
次
の
方
を

対
象
に
、
販
売
を
目
的
に
稼
働

し
て
い
た
生
産
施
設
の
災
害
か

ら
の
復
旧
に
係
る
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

助
成
に
は
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。

対
象
と
な
る
方

①
新
規
就
農
者
の
方

②
認
定
農
業
者
の
方

③
一
般
農
業
者
の
方
（
販
売

農
家
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
）

補
助
率

①
・
②
の
方
 …
…
90
％

③
の
方
 …
…
…
…
80
％

補
助
対
象
施
設

販
売
を
目
的
に
生
産
活
動
を

行
っ
て
い
た
施
設
で
次
の
項
目

す
べ
て
に
該
当
す
る
施
設
と
な

り
ま
す
。

・
平
成
25
年
度
内
に
復
旧
が
完

了
す
る
も
の
（
農
地
被
災
に

よ
り
施
設
復
旧
が
次
年
度
以

降
に
な
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

・
販
売
目
的
で
使
用
し
て
い
た

施
設

・
７
月
28
日
の
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
施
設

ご
注
意
く
だ
さ
い

補
助
額
の
上
限
は
１
０
０
万

円
と
し
、
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
ま
す
。
補
助
額
は
農
業
共
済

補
償
金
相
当
額
を
あ
ら
か
じ
め

差
し
引
い
た
形
で
算
出
し
ま

す
。当

事
業
は
施
設
の
被
災
に
対

す
る
事
業
で
あ
り
、
施
設
内
の

生
産
物
・
機
械
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。（
施
設
に
付
随
し
た

機
器
は
対
象
）。

こ
の
事
業
で
い
う
生
産
施
設

の
具
体
例
と
し
て
は
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
（
育
苗
用
、
園
芸
用
）、

ハ
ウ
ス
内
栽
培
用
ベ
ン
チ
、
ハ

ウ
ス
に
付
随
す
る
ポ
ン
プ
、
牛

舎
と
い
っ
た
も
の
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
施
設
が
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
農
業
機
械
、果
樹
、

倉
庫
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

責
任
を
持
っ
て
飼
い
続
け
る
こ

と
犬
や
ね
こ
を
飼
う
前
に
は
、

家
族
が
賛
成
し
て
い
る
か
、
近

所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
か
、
ず

っ
と
世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
治
療
費
も
払
え
る
か
な

ど
、
家
族
で
よ
く
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
を
屋
外
に

出
す
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

糞
尿
・
鳴
き
声
・
庭
や
ゴ
ミ
を

荒
ら
す
な
ど
近
隣
の
人
に
迷
惑

が
か
か
り
、
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
周
り
に

迷
惑
を
か
け
な
い
飼
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
を
し
な
い

県
の
条
例
に
よ
り
、
犬
を
放

し
飼
い
に
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

散
歩
の
時
な
ど
に
は
、
突
発

的
な
行
動
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
引
き
綱
の
点
検
・
調
節
を

し
、
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
引

き
綱
を
つ
け
、
場
所
・
時
間
な

ど
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
糞
の
持
ち
帰
り
袋

も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ね
こ
は
、
屋
内
飼
育
に
努
め
ま

し
ょ
う

ね
こ
の
飼
い
主
は
、
疾
病
の

感
染
防
止
、
不
慮
の
事
故
防
止

等
ね
こ
の
健
康
と
安
全
の
保
持

の
た
め
、
な
る
べ
く
屋
内
飼
養

に
努
め
ま
し
ょ
う

屋
内
飼
育
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
不
妊
去
勢
等
の
繁
殖
制

限
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
こ
と

島
根
県
で
は
、
飼
え
な
く
な

っ
た
犬
が
毎
年
２
千
頭
以
上

（
そ
の
半
数
は
子
犬
）
も
最
寄

り
の
保
健
所
へ
引
き
取
り
に
出

さ
れ
ま
す
。

飼
い
主
は
、
生
ま
れ
た
子
犬

に
も
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
子
犬
が
生
ま
れ
て

も
飼
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

譲
り
先
は
あ
る
の
か
、
あ
ら
か

じ
め
よ
く
考
え
て
、
子
犬
が
生

ま
れ
る
の
を
望
ま
な
い
と
き

は
、
去
勢
手
術
や
不
妊
手
術
な

ど
繁
殖
を
制
限
す
る
手
立
て
を

講
じ
て
く
だ
さ
い
。

環境生活課☎ 72-0309
ペットはルールを守って飼いましょう

■津和野町農作物等災害見舞金の給付対象と額
給付対象 給付額

農作物（10a あたり） 10,000 円

農業生産施設
（１aあたり）

全壊の場合 5,000 円
半壊の場合 3,000 円

一部損壊の場合 1,000 円

農業用機械

（取得価格が）
10万円以上 50万円未満 10,000 円

（取得価格が）
50万円以上 20,000 円

ぞ
れ
ぞ
れ
の
給
付
額
に
つ

い
て
は
上
の
表
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

一
戸
あ
た
り
の
見
舞
金

額
は
10
万
円
を
上
限
と

し
、
千
円
未
満
の
端
数
は

切
り
捨
て
ま
す
。

こ
の
見
舞
金
は
、
農
作

物
（
そ
の
他
、生
産
施
設
・

機
械
）
を
対
象
と
し
て
お

り
、
農
地
等
の
災
害
復
旧

事
業
と
は
別
も
の
で
す
。

初
出
場
は
ほ
ろ
ニ
ガ
デ
ビ
ュ
ー!?

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ 
2013

11111111111111
2・34810151623・24

11 月 24日に、「ゆるキャラグランプリ 2013」の結果発表があったんじゃぁ。
キャラクターのみんな全 1,580 人のうち、つわみんは 729位、1,174 票をいた
だいたんよ！
つわみんに投票してくれたみんな、本当に本当にありがとう！！

これからもつわみんはＰＲ、がんばっていくけぇね！
みんな、応援しとってね♪



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092
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運行再開に列車盛況！
７月の豪雨災害以降、列車の運転が見合わせ中だった JR 山口

線の益田 -津和野間の運転が 11月 16 日に再開しました。
これを受け、津和野駅では県の観光キャラクター「しまねっこ」

や「つわみん」が乗客を迎えるなど再開を盛り上げていました。
また同日 JR 津和野駅 - 新山口間を結ぶノンストップバスの運

行も開始され、SL やまぐち号の運行停止により減少した町内の
観光客数の回復に期待が寄せられます。

水津旬司さんが国交大臣表彰を受賞
水津旬司さん（畳）が自動車関係事業に長く貢献し、その功績が顕著な
方に贈られる自動車関係功労者大臣表彰を 10月 28日に受賞しました。
水津さんは島根県トラック協会益田支部長などを努めトラック業界の発
展に貢献されています。受賞について「今回の受賞が業界の皆さんの励み
になれば幸いです。これからも頑張っていきたい」と話されていました。

J1 広島　左鐙でサッカー教室
今年 Jリーグ２連覇を達成したプロサッカーチーム・サンフレッ

チェ広島のサッカー普及部のスタッフを招いたサッカー教室が 11
月 17日左鐙小学校グラウンドで開催されました。
冷たい雨が降る中、集まったおよそ 30名の選手たちは、ボール

タッチの大切さや正しいキックの姿勢などプロの指導を受けながら
熱心に練習に取り組んでいました。この教室を主催した鹿足スパー
クルスターでは、定期的にこうした教室を開催し、サッカーの普及
へむけて活動を行っています。

藤井貴久男さん 高校の生徒と一緒に調
理実習をする協議会の
メンバー

島根県各種功労者表彰を１名１団体が受賞

治振興と町勢の伸展に尽力されました。特に平成 13年 5月から平成 17年 5月までは、町議会議長、平
成 18年 5月から平成 22年 4月までは副議長を務め、議会の円滑な運営のために努力を払われたことか
ら今回の受賞となりました。
津和野町食生活改善推進協議会は昭和 54年に設立し現在 122 名の会員で活動をしています。毎年さま

ざまな料理教室を開催し、地域に根差した食生活改善へむけた取り組み、地域社会の健康増進と保健の向
上に貢献したことがが高く評価され今回の受賞となりました。

毎年島根県内で様々な分野で活躍し県勢の発展に大き
な貢献をされた方を表彰する島根県各種功労者表彰にお
いて、藤井貴久男さん（日浦）が島根県自治功労章を、
津和野町食生活改善推進協議会の皆さんが保健医療福祉
功労賞をそれぞれ受賞されました。
藤井さんは平成 3年 4月に当時の日原町議会議員に当

選、平成 17年 9月の合併を挟み、平成 22年 4月末日ま
で連続5期 19年の永きにわたり町議会議員として地方自



わたや

駅前ビジネスホテ

伸ばした人差指と中指を目の位置から前
方へ出す

けいじばんホームページアドレス 日時 場所 問い合わせ先 料金 対象者 定員 締切 申込先
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医
療
 …
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
1
月
27

日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外

来
診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午

後
】
子
宮
が
ん
検
診
（
予
約

制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
1
月
22
日
）
・
整
形

外
科
（
午
後
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
隔
週
（
午
前
と
午

後
、
午
後
の
み
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

（
午
後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１･

３･

５

泌
尿
器
科
（
午
前
）
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所
ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

八幡宮八幡宮

■
1
月
13
日
（
月
）

和
﨑
医
院
☎
72
―
０
０
２
５

■
1
月
1
・
2
日
（
水
・
木
）

津
和
野
共
存
病
院
☎
72
―
０
６
６
０

■
1
月
19
日
（
日
）

栗
栖
医
院
☎
79
―
２
０
０
６

■
1
月
12
日
（
日
）

つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
―
３
５
０
０

■
1
月
26
日
（
日
）

つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
―
３
５
０
０

■
1
月
3
日
（
金
）

増
野
医
院
☎
74
―
０
０
５
３

■
1
月
5
日
（
日
）

松
浦
内
科
胃
腸
科
☎
77
―
０
１
１
１

在
宅
当
番
医
 
…M

edical

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受

付
は
16
時
30
分
ま
で
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
〜
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
〜
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分

と
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
毎
週
火
曜
15
時

〜
18
時
、
毎
週
木
曜
9
時
〜
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

ご
案
内
 
…
…
…
…guide

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
せ

ん
か『

成
年
後
見
制
度
の
現
状
と
課
題
』
と

題
し
て
次
の
日
程
で
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
制
度
に
関
す
る
基
礎
講

座
や
寸
劇
を
交
え
て
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
の
で
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

2
月
8
日
（
土
）
13
時
半
〜
16
時　

　

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー　

1
月
16
日

　

 

益
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎0856-31-0245

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方
へ

来
年
度
卒
業
予
定
の
学
生
及
び
鳥

取
・
島
根
で
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を

対
象
に
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
案
内
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
月
12
・
18
日　

13
〜
16
時

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
12
日
、
東
京
会
場
）

基
町
ク
レ
ド
（
18
日
、
広
島
会
場
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎0120-67-4510
http://w

w
w
.gogo.jobcafe-

shim
ane.jp

新
刊
図
書
 
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
虹
、
つ
ど
う
べ
し
別
所
一
族
ご
無
念

御
留
』

玉
岡
か
お
る
 …
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
『
人
間
の
に
と
っ
て
成
熟
と
は
な
に

か
』

曽
野
綾
子
 …
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

10
月
8
日
、
鳥
取
県
議
会
本
会
議

で
「
手
話
言
語
条
例
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
条
例
で
は
、「
手
話
が
言

語
で
あ
る
」
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

手
話
の
意
義
と
し
て
、
ろ
う
者
が
知

的
で
心
豊
か
な
社
会
生
活
を
営
む
た

め
に
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
も
の

で
あ
る
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
手
話
の
普
及
と
使
い
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
そ
の
責
務
は
県

と
市
町
村
に
あ
る
と
条
例
に
明
記
し
て

い
ま
す
。
障
が
い
者
へ
の
理
解
と
共
生

を
県
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る
「
あ
い

サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
発
祥
の
地
で
あ
る

お
隣
の
鳥
取
県
で
、
全
国
に
先
駆
け
て

誕
生
し
た
条
例
で
す
。

今
月
の
手
話

「
見
る
」

▽
『
日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語
４
海
外

編
』
上
・
下

蛇
像
＆
海
野
凪
子
 …
…
…
…
…
…

 

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

▽
『
医
療
否
定
本
に
殺
さ
れ
な
い
た
め
の

48
の
真
実
』

永
尾
和
宏
 …
…
…
…
…
…

扶
桑
社

▽
『
疾
風
ロ
ン
ド
』

東
野
圭
吾
 …
…
…

実
業
之
日
本
社

▼
津
和
野
図
書
館
の
新
刊
図
書 

1
月
31
日
は
休
館
で
す
。

▽
『
オ
レ
た
ち
花
の
バ
ブ
ル
組
』

池
井
戸
潤
 …
…
…
…
…

文
藝
春
秋 

▽
『
働
か
な
い
の
』

群
よ
う
こ
 …
…

角
川
春
樹
事
務
所 

▽
『
潮
鳴
り
』

葉
室
麟
 …
…
…
…
…
…
…

祥
伝
社     

▽
『
編
み
も
の
と
も
だ
ち
』

三
国
万
里
子
 …
…
…

文
化
出
版
局  

▽
『
た
っ
た
ひ
と
り
の
と
も
だ
ち
』

原
田
え
い
せ
い
 …
…
…

金
の
星
社

司
法
書
士
市
民
法
律
講
座
の
ご
案
内

吉
田
道
夫
税
理
士
を
迎
え
、
相
続
税

に
関
す
る
講
演
会
を
次
の
日
程
開
催
し

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
月
25
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

出
雲
市
民
会
館　
　
　

50
名

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

島
根
県
司
法
書
士
会

☎0853-25-1259

林
業
退
職
金
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

以
前
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
退
職
金

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し

て
い
ま
す
。「
以
前
加
入
し
て
い
た
か

分
ら
な
い
」
と
い
っ
た
方
で
も
調
査
し

ま
す
。
気
に
な
る
事
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
救
済

機
構
☎03-6731-2887



※住民基本台帳は、平成24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。
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11
月
届
出
分

森も
り
も
と元 

颯そ
う
た太 

11
・
10 

（
木
ノ
口
上
）

11
月
届
出
分

藤
井 

ア
サ
ヨ 

11
・
3 

（
上
高
野
） 

90
歳

慶
久 

司 

11
・
3 

（
須
川
元
郷
） 

78
歳

大
井 

セ
イ 

11
・
3 

（
程
彼
） 

97
歳

大
山 

健
治 

11
・
4 

（
西
三
） 

56
歳

松
本 

利
夫 

11
・
8 

（
西
三
） 

83
歳

浦
口 

政
子 

11
・
11 

（
小
野
） 

79
歳

楠 

侃 

11
・
13 

（
三
渡
曽
庭
） 

84
歳

中
尾 
ミ
エ 

11
・
19 

（
森
二
） 

93
歳

井
上 
ヨ
シ
ヱ 
11
・
21 

（
枕
瀬
西
） 

89
歳

森
本 

登 
11
・
28 

（
東
一
） 

78
歳

　

村 

健
市 

11
・
29 
（
東
一
） 

80
歳

宮
﨑 

周
三 

11
・
30 
（
栄
町
） 

89
歳

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
松
本　

康
志
様
（
西
三
）

 

町
の
福
祉
に
対
し
て

※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

寄
附
の
お
礼

島根県内における災害発生時の緊急情報や災害
対策、支援情報のほか、日ごろ防災に役立つ情
報等を掲載しています。
【PC版】http://www.bousai-shimane.jp/
【モバイル版】http://www.bousai-shimane.jp/m/

皆
様
の
活
動
を
お
助
け
し
ま
す
！

「
津
和
野
お
た
す
け
マ
ガ
ジ
ン
」

町
で
は
、
町
内
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
の

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
情

報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
74
―
０
０
９
２

QRコード
で登録！

工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

国
指
定
史
跡 

西
周
旧
居
の

修
理
を
行
っ
て
い
ま
す

7
月
の
水
害
で
損
傷
を
受
け
た
西
周
旧
居
に
つ

い
て
、
災
害
復
旧
工
事
を
左
記
の
期
間
に
お
い
て

行
い
ま
す
。
工
事
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
工

事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
津
和
野
町
教
育
委

員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【問】教育委員会☎72-1854

【工事期間】
平成 25年 12月 7日

～平成 26年 1月 31日（予定）

2013 年 12 月 12 日発行


